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問題と目的
1970年代，一部の自治体における先進的な取り組みとして始められた巡回相
談は，今日，発達に困難を抱える子どもに対する有効な支援方法として，全国
的な広がりを見せている（三山，2013）。特に，特別支援教育制度の導入に伴い，
巡回相談は 「児童生徒一人一人のニーズを把握し，児童生徒が必要とする支援
の内容と方法を明らかにするために，担任，特別支援教育コーディネーター，
保護者など児童生徒の支援を実施する者の相談を受け，助言する」活動として，
制度的にも明確な位置づけがなされることとなった（文部科学省，2004）。
筆者らは 10年余りの間，相談員と して幼稚園を対象とした巡回相談事業に
携わりながら，心理士，研究者で構成する研究会を組織してきた。そこでは，
それぞれの相談員が担当した事例を検討すると共に，各幼稚園での特別支援教
育の現状について情報交換をおこなっている。その中で，ここ数年，多様な機
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闘が巡回相談を実施するようになり，我々とは異なる機関による巡回相談を含
めると，かなりの数の巡回相談を利用している幼稚園があることが分かってき
た。
例えば，筆者らが巡回相談を実施している地域では，筆者らのような発達臨
床を専門とする大学教員や心理士による巡回相談に加え，療育機関の心理士，
医療機関の心理士， 言語聴覚士，作業療法士，特別支援学校の特別支援コーデ
ィネーターによる巡回相談が実施されている。同じ対象児に対して，複数の機
闘が巡回相談を実施することはまれであるが，同一クラスに複数の対象児が在
籍し，それぞれが異なる機関の巡回相談を受けているケースは少なくない。
発達に困難を抱える子ども，あるいはその保護者に対して，手厚い支援が提
供できるようになったことは，幼児期の特別支援教育において大きな進歩とい
える。一方で，相談員からは，申請書類の作成等の事務負担の増加や，異なる
視点からのアドバイスを受けることによる現場の混乱を危倶する声も聞かれる。
そこで本研究では，多くの巡回相談を利用することに対して，幼稚園側はど
のように捉え対応しているのか，幼稚園教諭に対するインタビューを通して明
らかにすることを第一の目的とする。
その上で，これらの保育者は巡回相談に対してどのようなニーズを持ってい
るのか，ニーズの構造を明らかにする。これが本研究の第二の目的である。な
お，本研究において幼稚園教諭の巡回相談ニーズとは，①保育者が現状の相談
で満足しており，今後も継続して欲しいと考えている支援，②保育者が現状で
は満足しておらず，改善を求めている支援，＠現状では提供されておらず，追
加して欲しいと考えている支援，という 3つの相談ニーズによって構成される
ものとする。特に後半の二つの相談ニーズを聞き取るには，幼稚園教諭が安心
して自分の考えを語ることができる空間を確保する必要がある。そこで本研究
では，グループダイナミクスを利用し，参加者が安心して自らの意見を表明で
きる，グ、／レ フー。インタビュー法を用いる。
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2. 対象と方法
データ収集の方法
幼稚園教諭15名（2法人・ 3幼稚園）に対して，グループインタビューを行
った。グ、ノレー プインタビュ 法ーとは， グルー フ。ダイナミクスを用いて， 質的な
データを収集し，理論や知識，技術を生み出すことを目的とした研究法である
（例えば，安梅，2010）。本研究では，グループインタビュー法を用いることによ
って，幼稚園に勤務するスタッフ同士の日常的な相互作用に近い状況を設定し，
よりリアリティのある語りを引き出すことができると考えた。
インタビューは，インタピュアーとして第一著者が l名，対象となるグルー
プメンバーで構成された。インタビューの時間は，それぞれ 73分， 82分であ
り，インタピュアーの質問に関する討論という進行プロセスを取った。インタ
ビュー対象者の属性と面接時聞を表 1に示した。なお， B幼稚園については，
同一法人内にある 2幼稚園合同でインタビ、ューを実施した。
インタビュー内容は，①巡回相談を経て保育が変わった，保育に生かすこと
ができたという経験，②保育に生かせなかった経験，③巡回相談に対する要望，
である。
インタビューは全て ICレコーダーでの録音と，発言者の特定を目的として
ビデオ録画がおこなわれ，面接後，インタピュアーである筆者が書き起こしを
おこなった。
調査期間は平成 26年 8月で，各協力者が勤務する法人の幼稚園において面
接をおこなった。インタビュー対象は，幼稚園施設長を含む管理職，幼稚園教
諭である。本研究では，特別な場合を除いて，以下，保育者と総称する。
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表1 インタピ‘ュ一対象者の属性と面接時間
対象者 面接時間
A幼稚園 園長 l名 82分
事務長l名
教諭5名
B幼稚園 園長1名 73分
主任l名
教諭6名 ※同一法人（2幼稚園）合同で面接を行った
分析方法
分析1：多くの巡回相談を利用することについての認識
分析は以下の手順でおこなわれた。まず，インタビューデータから，当該の
幼稚園において複数回，巡回相談が実施されることに対しての認識や対応につ
いて語られている部分を抽出した。それぞれのエピソードについて，肯定・否
定両方の側面から，保育者個人，あるいは幼稚園全体にとっての意味を考察し，
共通した内容を示す語り（具体例）に対して 一定の意味のまとまりを示す概
念名を付与した。
分析2・巡回相談に対するニーズの構造
巡回相談に対する幼稚園教諭のニーズの構造について，以下の手続きで分析
を行った。まず，①「巡回相談において保育者が求める支援とはどのようなも
のか」という観点からインタビューデータを分析し抜き出した語り（具体例）
の内容を包括的に説明する概念名を生成した。②分析ノ トーに具体例を書き出
しながら，適宜，概念名を修正した。③同時並行で複数の概念を生成しながら，
概念を包括するカテゴリーを生成した。④これらのプロセスは，逐次分析ノー
トに書き加え，分析の可視化につとめた。
なお，本研究ではA, B両幼稚園で言及されたものを概念として採用した。
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表t分析ノー トの例
概念、名 クラス全体を視野に入れたアドバイス
具ド例
l. 「この前見た子が」って。ちょうど目に入ってくれて，こういうところがちょっと変
わりましたねとか。こういうところがちょっと，もっとこういう風にした方が良いん
じゃないなんて，さらっとですけど。ちょっとこう，気に掛けてくれるじゃないです
寸ど，そうしてくれるときもあって。こういうのが， 一年に一回でも， 一学期に一回
でも，もしやれると充実するというか。いいのかなって思ったりしています。 （λ幼
稚園 ・D先生）
2. この子はこういう所の特質があるから，視覚が弱いとかね，聴覚が弱いとか。教えて
頂いて，視覚に訴えてみようとか。やっぱり個別なんだなとかいうのが，教えてもら
える。はっきりと分かっていけるので，その後の保育がしやすくなるなっていう点が，
ありがたいと言うことが沢山あって。 (A幼稚園・ B先生）
3 似たような子がいるなとか，やっぱり照らし合わせながら聞かせて頂けるので，勉強
にとるなと思います。 (A幼稚園・ F先生）
4.それ以外でも，困っていることがあったりもするので。クラスを見てもらえるこにが
助かったりもするので。そこが大きし、かなって思います。 (A幼稚園・ F先生）
5.その子を勿論見に来てくれているけど，例えばこの前だったりしても，ちょっとこの
子が気になっているんですって言うところで，クラスの中でも対象時でない好み万も
ちょろっと教えてもらえて，そこからヒントがいただけてって言うのがありがたいな
って言うのがあって。 (B幼稚園・ G先生）
6.個別対応っていうよりは，そのクラスをどう見るかっていうところを巡回の先生遣が
分析してくれるというか（B幼稚園・ C先生）
7.支援を個別にどうやったらいいかっていうところでL終わってしまうと，やっぱりこち
らでは，集団生活，園生活をその子も含めて作っていくか，っていうところが深まっ
ていくといいのになって思うときもあります。 (B幼稚園・C先生）
8. そうなんです，人間関係とか，その辺が聞けるといいんですけど。でも，そこは先生
によっても違うじゃないですか。あの，要は集団を捉えながらその子を見れる先生と，
その子だけの発達しかみない先生もいるので。 (B：幼稚園・ C先生）
メモ
・周りの子どもの問題を知るということと，配慮に繋がると言うことを分けるべきかワ
．クラス全体を視野に入れたアドバイスへ変更
3. 倫理的配慮
調査に当っては，行政担当者及び各施設長の許可を得た。さらに，個別の調
査依頼については，査対象者に個人情報の保護を誓約した上で，文書及び口頭
での調査の目的を説明し，承諾を得られた場合のみ調査協力を依頼した。また，
面接中は協力者の個人名を用いず，机上に準備した個別番号で呼ぶようにした。
また，面接中は，参加者同士も個別番号で呼び合うよう依頼し，プライパシー
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の保護に努めた。
4. 結果
結果1・多くの巡回相談を利用することについての認識
ここからは，幼稚園が多くの巡回相談を利用することに対して，保育者がど
のように考えているか，抽出された3つの概念についてエピソードを示しなが
ら説明する。
なお，以下に保育者の語りを引用するが，逐語記録では理解しづらい部分に
ついては，前後の文脈から判断して（カッコ）内に説明を加えた。また，冗長
な言葉の繰り返しや，言いよどみについては省略した。なお，以下の『 』
内は概念名である。
『やらざるを得ない』
幼稚園としては巡回相談の必要性を感じていないが，保護者の要請で仕方が
無く巡回相談を利用するという，巡回相談の利用に対する消極的な態度を示す
概念である。
エピソード1-1(B幼稚園 .H先生）
親の承諾がないといけないので，（以前は）お母さんたちに，「固として（巡
回相談を）受けたいんだけど」っていうのを相談するのが大変だった。今は，
お母さんたちの希望で『やらざるを得なし寸っていうのが多くて・．．
この地域では，約 10年前から，幼稚園巡回相談が実施されている。巡回相談
が始まった当初，いかに保護者を説得するかが保育者の課題であった。それに
対して，現在では，保護者が「巡回相談を利用して欲ししリと幼稚園に依頼す
るケースが増えてきた。その結果3 幼稚園としては巡回相談の必要性を感じて
いないが，『やらざるを得なし、』ケースが存在していることがわかる。
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『保育が切れる』
巡回相談を利用することで，通常の保育を中断せざるを得ないことを示す概
念である。
エピソード 1-2(B幼稚園 ・C先生）
保育を切らないといけないこともあるよね。その後，カンファレンスに入っ
たりするので，もう少し担任はやっていたいんだけど，抜けないといけないか
ら。保育内容を変えないといけないこともある。
巡回相談では，職員と相談員との打ち合わせや，対象児の発達検査に同席す
るため，担任が教室を抜けなくてはならないことがある。その際，他の職員が
代わりにクラスに入ることになるが，そのためには担任が抜けても可能なプロ
グラムを準備しておく必要がある。
また，保育者は対象児の特徴を伝えるために，あえて普段とは異なる活動を
取り入れることがある。
ヱピソード 1-3(B幼稚園・ D先生）
その子の姿が見えるもの（活動）って何だろうってなった時に，急に違和感
のめる活動が入ってくる。 ・・・中略・・・ （子どもたちにとっては）急に入
ってきたなとか。こちらも入れちゃったなっていうような違和感のあることを
せさるをえない。
保育者は，普段困っていることを相談員に理解して欲しいと考えているが，
活動内容によっては，対象児の特徴が十分に現れないことも少なくない。そこ
で保育者は，「その子の姿が見える活動J，即ち対象児が苦手としている活動や，
保育者が上手く対応できない活動を意識的に取り入れることがある。
特に，巡回相談の実施回数が増えるに従い，「保育が切れるJことによる実
践上の影響は大きくなる。このような突然馴染みのないプログラムを入れるこ
とは，保育者にとっても不本意なことであり，「（子どもたちにとっては）急に
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入ってきたなとか。こちらも入れちゃったなっていうような違和感」を感じて
し、る。
一方で，頻繁に巡回相談を利用することが，保育者にとってメリッ トとなる
場合もある。次に語られているのは，同一の保育者が複数回，同じ幼稚園に対
して巡回相談を実施する場合のメリットである。
『インフォーマルな相談ができる』
正規の相談とは異なる形で，以前巡回相談を受けた子どもについての継続的
な相談が可能となるという概念である。
エぜソード 1-4(A幼稚園・ D先生）
「この前見た子が（気になるから）」って。ちょうど目に入れてくれて，こ
ういうところがちょっと変わりましたねとか。こういうところがちょっと（上
手にできていなし、から），もっとこういう風にした方が良いんじゃないなんて，
さらっとですけど（功言をもらえる）。
巡回相談のシステムは地域によって異なるが， 一人の対象児に実施可能な相
談の回数は限られてハる。例えば，筆者らがおこなっている巡回相談では，予
算の関係上，年度内iこ継続相談を実施することはできない。そのような中で，
相談員が同じ幼稚園の複数のケースを担当していれば，年度内に繰り返し幼稚
園を訪れる機会ができる。保育者はそのような機会を利用して，「さらっと」で
はあるが，継続的な助言を受けることを希望している。
小括
巡回相談は，相談の必要性を感じた保育者が保護者の了承を得て申請するケ
ースが一般的である。一方，本研究のインタビューからは，保護者から，巡回
相談を受けて欲しいという依頼がなされるケースが存在していることがわかる。
このような相談の中には，保育者が必ずしも巡回相談を必要とは感じていない
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が，『やらざるを得なし、』ケースが存在する。
また，巡回相談当日には，担任保育者が打ち合わせや発達検査に同席するた
め，通常とは異なる職員配置が必要となる。また，子どもの特徴が見えやすい
活動を取り入れるといった，通常の保育とは連続性のない活動が導入されるこ
ともあり，保育者はこのような通常の保育が切断される『保育が切れる』こと
を危J倶している。
一方，同じ相談員が継続的に幼稚園を訪問する体制が取られている場合，継
続性のある『インフォーマノレな相談』が可能になる。巡回相談は，高いレベル
の個人情報を扱うため，対象児とは異なる子どもについての情報収集には十分
な配慮が必要ではあるが このようなインフォーマノレな相談が保育者の精神的
な支えになっていることが伺われる。
結果2・巡回相談に対するこーズの構造
分析を通して， 10の概念と，これらの概念を包括する 3つのカテゴリーが生
成された。得られた概念とカテゴリー，さらにそれぞれの概念に言及した保育
者の数を表3に示す。なお，本研究で用いたクソレーフ。インタビューは，お互い
の発言に触発されインタビューが展開することが少なくない。そのため，人数
はあくまでも参考値とし，人数の多寡については分析を行わない。
ここからは， 3つのカテゴリーごとに具体例を示しながら，概念を説明して
いくことにする。なおカテゴリー名は《 》，概念名は『 』で表記する。
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表3 カテゴリー及び概念名と各概念について言及した保育者数
A幼稚園（7名） B幼稚園（8名）
保育者の見立ての精激化 5 1 
保育につなが 具体的な方針が立てられる 4 3 る助言
クラス全体を視野に入れたアド、バイス 3 2 
子どもの課題を共有する 3 2 
保育者と保護 次につながる相談 4 1 者をつなぐ
大丈夫と言わないで 3 3 
相談員との 閉じ相談員に来て欲しい 2 3 
安定的な
関係、形成 機動力のある相談 3 3 
注）数値は各概念に言及した保育者の人数である。
カテゴリ－1.保育につながる助言
ひとつ目のカテゴリーである《保育につながる助言》は，『保育者の見立ての
精激化』，『具体的な方針が立てられる』，『クラス全体を視野に入れたアド、パイ
ス』の3つの概念で構成される。ここでは概念の具体例を示しながら，それぞ
れの特徴を説明していくことにする。
『保育者の見立ての精織化』
保育者は日々の保育を通して，子どもについての仮説的枠組みを持っている。
巡回相談は，そのような保育者の見立て（アセスメント）をより精度の高いも
のへと変化さえる役割を果たす。
エピソード2-1 (A幼稚園 ・C先生）
漠然とそうなのかなと思うことが，やっぱりそうだったというのが確かめら
れることも，こういう理由だから 3 こういう形で（行動として） 出るんだとい
うことも教えてもらえるっていうのが，すごく良いなと思います
幼稚聞における巡回相談ニーズの検討巡同制緩を多く利用する幼稚闘でのグルー7＇インタビューを通して 17 
巡回相談において，保育者は「漠然とそうなのかなJという自らのアセスメ
ントに対して， 「やっぱりそうだ‘ったJとしづ確信を持つ。 「こういう理由だ
から，こういう形で（行動として）出るj といった理論的な説明がなされるこ
とで，子ども理解の枠組みが与えられる。
『具体的な方針が立てられる』
保育者は，相談員からのアド‘パイスを参考に，次の保育の展開を考える。保
育者が求めるのは，保育の見通しがもてる具体的なアド、パイスである。
エピソード2-2(B幼稚園 ・A先生）
もう少しアドバイスが具体的に。もうちょっとここをこういう風にしたら良
いっていうところをお伝えいただけると，もう少し参考になる。子どもたちに
どういうアプローチをしていくかっていうのが，次の日からできるかなって思
っています。
保育者は相談員から受けたアドバイスを元に， 「子どもたちにどういうアプ
ローチをしていくかJ計画する。この「アプローチJの参考になるアドバイス
とは，例えば，次のような形で呈示されるものである。
エピソード2-3(B幼稚園 ・D先生）
］平からの’情報ってあんまり入っていないんだなとか，視覚の方が強いんだね
とか，保育の中で伝えて，教えてもらえると（役に立つ） 。保育の中で具体的
にちょっと視覚的な吻，絵を描いてあげようとか，見通しが持ちにくいんなら
説明して上げようとか（考える材料になる） 。
保育から切り離さ九たアドバイスを受けても，保育の中でどのようにアプロ
ーチすればよいか，具体的な方針は立てられない。保育者は「絵を描いてあげ
ようとか，見通しが持ちにくいんなら説明して上げよう」といった，保育者自
身てや保育をイメージできる助言を期待している。
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『クラス全体を視野に入れたアド、バイス』
保育者が求めているのは，個別の支援を超えた，「集団生活，園生活をその子
も含めて作っていく」ための，集団づくりに関わるアドバイスである。
ヱゴソード2-4(B幼稚園 ・C教諭）
支援を個別にどうやったらしw、かっていうところで、終わってしまうと，やつ
ぽつこちらでは，集団生活，園生活をその子も含めて作っていくか，っていう
ところが深まっていくといいのになって思うときもあります。
保育の中で生じる問題は，子ども同士の関係，保育者と子ども，あるいは子
ども集団との関係の中で生じる。クラス集団に複数の「気になる子Jが在籍し
ている場合，対象児への配慮だけでは問題が解決することは少なく，保育者は，
周間の子どもを視野に入れたクラス全体へのアドバイスを求めている。
エピソード2-5(N幼稚園・F教諭）
それ以外でも，困っていることがあったりもするので。クラスを見てもらえ
ることが助かったりもするので。そこが大きし、かなって思います。
保育者は，対象児が抱える課題だけでなく，「それ以外でも，困っていることJ
を合めた，クラス集団全体の中で生じる様々な問題場面について，分析，整理
されることを期待している。
カテゴリー2，保護者と保育者をつなぐ
2つめのカテゴリーである《保護者と保育者をつなぐ》は，『子どもについて
の認識を共有する』，『次につながる相談』，『大丈夫と言わないで』という 3つ
の概念によって構成される。
『子どもの課題を共有する』
保育者が考える子どもの課題について，巡回相談を通して保護者と共有した
幼稚闘における巡回相続ニーズの検討巡回相談を多く利則する幼稚悶でのグノレープインタビューを通して 19 
いという保育者の願いに関する概念である。
エピソード2-6(B幼稚園・ A先生）
そこでお母さんが，園で言われていることのイメージが付かないことがあっ
て。第三者の方に，どういうことなんだって見てもらうことが，すごくお母さ
んにとっても参考になるし，その後の動きが違ってくるかなと思っています。
保育者が幼稚国の中で困っていることを伝えたとしても，それがそのまま保
護者に伝わるとは限らない。保育者が考える課題を保護者と共有することがで
きず，お互いに不信感を抱いていることも少なくない。保育者は，このような
認識のギャップを埋める上で，巡回相談を重要な機会として位置づけているこ
とがわかる。
『次につながる相談』
保育者が求める相談とは，保育者と保護者とがつながるきっかけとなるよう
な相談である。
エピソード2-7(A幼稚園・ D先生）
何回も（幼稚園に）くるのが今の段階でも難しいなってことであれば，お母
さんと私たちが話すきっかけだけでも残してもらえると。
保育者は限られた相談時間の中で，全ての問題を解決できるとは考えていな
い。特に，「何回も（幼稚園に）くるのが今の段階でも難しいj現状において，
せめて，巡回相談後に保護者とつながるきっかけが欲しいと考えている。
『大丈夫と言わないで』
保護者面接の場で，相談員から保護者に対して「大丈夫（子どもに問題は無
い）Jとはいって欲しくないという，保育者の要望である。
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エピソード2-8(A幼稚園 .E先生）
「大丈夫ですよJとか，「大丈夫ですよ，平気ですよj とかをお母さんが聞
くと，逆に「幼稚園の先生は，ここが問題だとか，色々心配しているけど平気
って言われたじゃないですか」って，逆に共有できなくなることもある。
保育者は， 日々の保育を通して対象児に何らかの課題があると感じており，
巡回相談をきっかけに対象児の課題を保護者と共有したいと考えている。相談
員の「大丈夫ですよ」としづ言葉をうけた保護者は、「幼稚園で上手くし、かない
のは保育者に問題がある」と捉えかねず保護者と保育者との間の溝を深める
可能性がある。
カテゴリ－3 相談員との安定的な関係形成
3つ目のカテゴリーである《相談員との安定的な関係形式》は，『同じ相談員
に来て欲しし、』， 『相談の形態を柔軟にして欲しし、』の2つの概念によって構
成される。
『閉じ相談員に来て欲しい』
複数の対象児がしも場合，同じ相談員に繰り返し幼稚園を訪問して欲しいとしづ保
育者の要望である。
エゴソード2-9(B幼稚園.E先生）
巡回はこの先生という風に，決めてもらえると連続したかたちで他のクラス
も見てもらえると，事務的な手続きも含めて良いんじゃないかとおもう。
同じ相談員が継続的に幼稚園を訪問することは，保育者との信頼関係を形成
する上で有利となるだけでなく、幼稚園全体を視野に入れた相談が可能になる
という，保育者の期待が語られている。
幼稚闘における沼田相談ニースの検討 巡阿相談を多く利川する幼稚闘でのグループインタビューを通して 21 
エピソード2-10(B幼稚園 .H先生）
ここの幼稚園に来る先生が3年くらい一定なので，変化を見てくれるし，先
生のタイプPも分かつて下さるので，この先生はこのタイプρの先生ですよねって
言いながら助言をしてくれる。幼稚園のことも，わかって来て下さる。
限られた回数）か幼稚園を訪問する機会のない相談員にとって，幼稚園の教
育方針や保育者のタイプを把握することは容易ではない。保育者は、同じ相談
員が繰り返し幼稚園を訪問することで こういった幼稚園を理解した上での巡
回相談が実現することを期待している。
『機動力のある相談』
『機動力のある相談』とは，巡回相談のシステムをより柔軟な，保育者のニ
ーズに即したものにして欲しいという要望である。
エピソー ド2-11 (B幼稚園 .H先生）
年長優先なので，他のお子さんはどうしても来学期（2学期）になってしま
いますよね。お母さん達も， 「え，そんなの申し込んでいましたっけ」つてな
って。
同一園に複数の対象児がいる場合，どの順番に相談を実施するかといった，
優先順位を決める必要が出てくる。幼稚園は出来るだけタイムラグを作らず，
迅速に巡回相談を実施して欲しいと望んでいることがわかる。
小括
本研究では，巡回相談に対する保育者のニーズ、として3つのカテゴリーと， 8
つの概念を抽出することができた。第一のカテゴリーである《保育につながる
助言》とは，保育の手立てを考えうる助言を受けたいとする保育者のニーズで、
ある。このカテゴリーは，クラス集団の相互作用の中から問題状況を分析し，
保育者自らが教育実践を組み立てる力をつけることを意識したものであり，『保
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育者の見立ての精微化』，『具体的な方針が立てられる』，『クラス全体を視野に
入れたアドバイス』という 3つの概念によって構成されていた。
第二のカテゴリーである《保育者と保護者をつなぐ》とは，子どもの課題を
保護者と共有する機会として巡回相談を利用したいとする保育者のニースeで5あ
る。このカテゴリーは，し、かに発達過程にある子どもの課題を保護者と共有す
るかとしづ保育者の課題が現れたものであり，巡回相談はそれを共有する機会
としたい保育者の思いが伺われる。これは，『子どもの課題を共有する』，『次に
つながる相談』，『大丈夫と言わないで』という 3つの概念で構成されていた。
第三のカテゴリーである《相談員との安定的な関係形成》とは，相談員が継
続的に幼稚園を訪問することによって，相談lこ正也統性を持たせたいとする保育
者のニー ズで、ある。また，このような継続的な相談を通して，相談員にも幼稚
園を知って欲しいという思いが表れていた。このカテゴリーは，2つの概念，『同
じ相談員に来て欲しし、』，『機動力のある相談』によって構成されていた。
3. 総合考察
本研究では，巡回相談を多く利用する 2つの幼稚園においてグループインタ
ヒ、、ューを実施し，巡回相談が頻繁に実施されることについて保育者はどのよう
に捉え対応しているのか，また巡回相談に対してどのようなニーズを持ってい
るのか検討した。
ここではまず，幼稚園が多くの巡回相談を依頼する背景にある，幼稚園が抱
える課題について考察していくことにしよう。
幼稚園が抱える課題
幼稚園が多くの巡回相談を依頼する背景として，まずは，幼稚園の職員数の
絶対的な少なさがある。幼稚園の職員配置に関する基準は，自治体レベルで指
定されていることが多いが，国の基準では1クラス 35名とされる。また，障害
の診断受けている，あるいは療育機関への通所実態がある場合には，自治体か
幼稚悶における巡阿棺談ニーズの検討 巡1!相談を多く和l川する幼稚闘でのグループインタヒ、ューを過して 23 
ら一定の助成がなされるが，幼稚園生活の中で子どもの課題が見えてくるケー
スでは，医療・療育機関につながるまで相当な時間を要することが少なくない。
特に自治体の助成申請の時期は決められており，その時期を過ぎると，翌年の
申請を待たなくてはならない。独自で補助教員を配置する財源を確保すること
ができない幼稚園では，現状の保育体制を維持するしかない。また，例え金銭
的な助成を受けられたとしても，発達に困難を抱える子どもについての専門性
を身につけた補助教員を確保できるとは限らない。こういった教育条件を無視
して，子どもの困難を教育実践の問題に帰し，例えば「保育者がもっと子ども
と関わる必要がある」だとか，「周りの子どもたちの遊びを育てる必要があるJ
といった助言をしても 3 保育者を追い詰めるだけである。相談員は幼稚園が抱
える課題を十分に理解し，さらに，教育条件の改善に向けて何が出来るのか，
相談員自身が聞い続けていく必要があろう。
相談員は保育者のニーズにどこまで応えるのかっ
支援者が被支援者の要望に過度に応じることの問題は，ニーズ、迎合主義とし
て従来から批判され（赤尾，2000），巡回相談員が，本来保育者の責任で行われ
るべきことにまで関わることで，保育者の教育実践力を奪いかねないという危
倶も指摘されている（三山，2008）。例えば，第二のカテゴリーとして抽出された
《保育者と保護者をつなぐ》とは，子どもの課題を保護者と共有する機会とし
て巡回相談を利用したいとする保育者のニーズで、ある。その中でも特に，『子ど
もの課題を共有する』という概念は，「巡回相談員に保護者の説得役をお願いし
たい」としづ依頼へと転換する可能性を持つ。相談員は常に，保育者と保護者
とが子どもの課題を共有する場を提供している，ということを自覚しておく必
要があろう。
また，第三のカテゴリーである《相談員との安定的な関係形成》とは，相談
員が継続的に幼稚園を訪問することによって，相談に継続性を持たせたいとす
る保育者のニーズである。その中でも，『同じ相談員に来て欲しし、』という要望
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は，特に，専任として巡回相談を担っていない筆者らのようなグループでは，
中々答えることが難しい課題である。筆者らのクツレー フ。のように， 一人が担当
する相談回数が限られている場合，同じ幼稚園を専属的に担当すると，多様な
幼稚園の教育実践に触れる機会を失ってしまう。多様な幼稚園を訪問し，幼児
教育についての理解を深めることによって，結果的に質の高い相談を提供でき
る可能性を考えると，このような『同じ相談員に来て欲しい』というニーズに
どこまで応じられるかは，実践的に残された課題である。
幼稚園の教育方針と相談ニーズ
本研究でインタビ、ューを実施した 2つの幼稚園は対照的な教育方針を持っ
ている。 A幼稚園はいわゆる自由保育を中心とした幼稚園であり，クラス全体
での設定活動が行われることは少ない。一方でB幼稚園は集団での育ちが中心
に据えられており，クラス全体での設定活動も多い。改めて 2幼稚園を
Holloway (2000）による我が国の幼稚園の類型で捉えるのであれば， A幼稚園は
子ども重視型幼稚園，B幼稚園は関係重視型幼稚園と呼ぶことができょう。
本研究で用いたクゃルーフ。インタビューでは，発言者の人数を直接的に比較す
ることはできないが，例えば，多くの巡回相談を利用することのデメリッ トと
して語られた，『保育が切れる』に言及したのは，B幼稚園の保育者のみであっ
た。このタイプの幼稚園では，保育カ リキュラムが撤密に計画されており，そ
のため，巡回相談当日は，巡回相談員に対象児の状態をみてもらうために，計
画された保育を中断せざるを得ないためと考えられる。
以上のように，幼稚園の教育方針によって，巡回相談が及ぼす影響はかなり
異なっている。また，保育者が求める助言も幼稚闘によって異なっていること
がわかる。従来の巡回相談研究の多くは，保育園，幼稚園としづ枠組みの中だ
けで検討されることが多かった。今後は，幼稚園の教育方針を含めて，その特
徴を明らかにしていく必要があろう。
幼稚問における巡回相談ニーズの検討巡同相談を多く利則する幼稚闘でのグループインタビューを泊して 25 
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